
(57)【要約】

【課題】

　本発明は、患部を十分に映し出すことができる程度に

内視鏡と患部との距離を保つことができ、患部近傍の組

織との接触部分を除く部分が内視鏡の視野の妨げになら

ないような組織押圧具を提供することにある。

【解決手段】

　本発明は、押圧板により、患部近傍の内視鏡の視野を

遮る襞などの組織を押圧することで内視鏡の視野を広げ

るとともに、診断又は処置する組織を十分に映し出すこ

とができる程度に患部との距離を保つことができる。そ

して、操作線によって、押圧板を動作するように操作す

ることで、組織と接触する部分を除く部分が内視鏡の視

野の妨げにならない。したがって、内視鏡による診断や

内視鏡補助具を使用した処置を容易に行うことができる

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 を 挿 通 し 、 体 内 の 組 織 を 押 圧 す る 組 織 押 圧 具 で あ っ て 、
　 前 記 内 視 鏡 の 先 端 を 差 し 入 れ る 入 口 及 び 前 記 入 口 に 対 向 し 、 差 し 入 れ ら れ た 前 記 内 視 鏡
の 先 端 を 抜 き 出 す 出 口 を 有 す る 筒 状 部 材 と 、
　 前 記 筒 状 部 材 の 前 記 出 口 近 傍 に 動 作 可 能 に 備 え ら れ 、 体 内 の 前 記 組 織 を 押 圧 す る 押 圧 板
と 、
　 前 記 押 圧 板 を 操 作 す る 操 作 線 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 組 織 押 圧 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 筒 状 部 材 は 、
　 前 記 内 視 鏡 の 外 周 に 接 す る 第 １ 筒 部 と 、
　 前 記 第 １ 筒 部 の 外 側 に 備 え ら れ 、 前 記 押 圧 板 を 前 記 第 １ 筒 部 と で 挟 む 第 ２ 筒 部 と を 有 し
、
　 前 記 押 圧 板 は 、 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 と の 間 で 前 記 操 作 線 に 接 続 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 組 織 押 圧 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 押 圧 板 は 、 複 数 備 え ら れ 、
　 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 と の 間 に 均 等 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 組 織 押 圧 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 押 圧 板 は 、 前 記 操 作 線 を 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 に 押 し 入 れ る よ う な 操 作 に 応
じ て 、 当 該 押 圧 板 の 一 部 が 前 記 筒 状 部 材 の 出 口 側 か ら 突 出 し 、
　 前 記 操 作 線 を 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 か ら 引 き 出 す よ う な 操 作 に 応 じ て 、 当 該 押 圧
板 が 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 の 中 に 収 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 組 織
押 圧 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筒 状 部 材 は 、
　 前 記 内 視 鏡 の 外 周 に 接 す る 第 １ 筒 部 と 、
　 前 記 第 １ 筒 部 の 外 側 に 備 え ら れ る 第 ２ 筒 部 と 、
　 前 記 第 １ 筒 部 と 前 記 第 ２ 筒 部 と の 間 で 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ る 第 ３ 筒 部 と を 有 し 、
　 前 記 押 圧 板 は 、 前 記 筒 状 部 材 の 出 口 側 で 突 出 す る よ う に 前 記 第 ３ 筒 部 に 固 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 組 織 押 圧 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 操 作 線 の 一 方 端 部 に は 、 前 記 第 ３ 筒 部 を 回 転 さ せ る 第 １ ギ ヤ が 備 え ら れ 、
　 前 記 第 ３ 筒 部 に は 、 前 記 第 １ ギ ヤ と 噛 合 す る 第 ２ ギ ヤ が 備 え ら れ 、
　 前 記 操 作 線 の 軸 を 中 心 に 該 操 作 線 を 回 転 さ せ る こ と で 、 前 記 第 ３ 筒 部 に 固 定 さ れ た 押 圧
板 が 前 記 筒 状 部 材 の 周 囲 に 沿 っ て 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 組 織 押 圧 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 先 端 に 備 え ら れ 、 胃 、 食 道 、 大 腸 等 の 組 織 を 押 圧 す る 組 織 押 圧 具 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 内 を 観 察 す る こ と が で き る 内 視 鏡 は 、 近 年 、 体 内 の 診 断 を 行 う だ け で な く 、 内 視 鏡 と
と も に 粘 膜 等 の 組 織 を 切 開 す る 内 視 鏡 補 助 具 を 使 っ て 、 開 腹 せ ず に 所 定 の 処 置 が 行 わ れ る
。 内 視 鏡 を 使 用 し た 処 置 の 一 例 と し て 、 内 視 鏡 と と も に 、 切 開 剥 離 す る べ き 粘 膜 を 持 ち 上
げ る （ カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン ） た め の 内 視 鏡 補 助 具 が 体 内 に 入 れ ら れ 、 粘 膜 を 切 開 剥 離
す る 粘 膜 切 開 剥 離 術 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 体 内 に は 、 大 腸 等 の よ う に 多 く の 襞 が あ る 器 官 が 存 在 す る 。 襞 を 有 す る 器 官 に お い て 、
内 視 鏡 に よ る 診 断 又 は 処 置 を 行 う 場 合 、 そ の 襞 が 内 視 鏡 の 視 野 を 遮 っ た り 、 そ の 襞 が 内 視
鏡 と と も に 入 れ ら れ た 内 視 鏡 補 助 具 に よ る 処 置 の 妨 げ に な っ た り す る 。 こ の よ う な 場 合 、
内 視 鏡 自 身 で そ の 襞 を 押 圧 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 の 先 端 部 の 全 周 に 備 え ら れ る 透 明 の キ ャ ッ プ （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
が あ り 、 襞 が 診 断 や 処 置 の 妨 げ に な る よ う な 場 合 、 こ の キ ャ ッ プ で そ の 襞 を 押 圧 し て い た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － １ ３ １ ３ ９ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 妨 げ と な る 襞 を 内 視 鏡 自 身 で 押 圧 し な が ら 内 視 鏡 補 助 具 を 使 っ て 処 置 を
行 う と 、 患 部 と 内 視 鏡 と の 距 離 が 接 近 し す ぎ て し ま い 、 そ の 組 織 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が
で き ず 、 内 視 鏡 補 助 具 に よ る 処 置 も 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 透 明 キ ャ ッ プ で 襞 を 押 圧 す る 場
合 で も 、 襞 と 接 触 す る 部 分 を 除 く 部 分 が 内 視 鏡 の 視 野 の 妨 げ に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み 、 患 部 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 程 度 に 内 視 鏡
と 患 部 と の 距 離 を 保 つ こ と が で き 、 患 部 近 傍 の 組 織 と の 接 触 部 分 を 除 く 部 分 を 少 な く し 、
内 視 鏡 の 視 野 の 妨 げ に な ら な い よ う な 組 織 押 圧 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 は 、 内 視 鏡 を 挿 通 し 、 体 内 の 組 織 を 押 圧 す る 組 織 押 圧 具 で あ っ て 、
前 記 内 視 鏡 の 先 端 を 差 し 入 れ る 入 口 及 び 前 記 入 口 に 対 向 し 、 差 し 入 れ ら れ た 前 記 内 視 鏡 の
先 端 を 抜 き 出 す 出 口 を 有 す る 筒 状 部 材 と 、 前 記 筒 状 部 材 の 前 記 出 口 近 傍 に 動 作 可 能 に 備 え
ら れ 、 体 内 の 前 記 組 織 を 押 圧 す る 押 圧 板 と 、 前 記 押 圧 板 を 操 作 す る 操 作 線 と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 に よ れ ば 、 押 圧 板 に よ り 、 患 部 近 傍 の 内 視 鏡 の 視 野 を 遮 る 襞 な ど の
組 織 を 押 圧 す る こ と で 内 視 鏡 の 視 野 を 広 げ る と と も に 、 診 断 又 は 処 置 す る 組 織 を 十 分 に 映
し 出 す こ と が で き る 程 度 に 患 部 と の 距 離 を 保 つ こ と が で き る 。 そ し て 、 操 作 線 に よ っ て 、
押 圧 板 を 動 作 す る よ う に 操 作 す る こ と で 、 組 織 と 接 触 す る 部 分 を 除 く 部 分 が 内 視 鏡 の 視 野
の 妨 げ に な ら な い 。 し た が っ て 、 内 視 鏡 に よ る 診 断 や 内 視 鏡 補 助 具 を 使 用 し た 処 置 を 容 易
に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発
明 に お い て は 、 以 下 の 記 述 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に
お い て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
［ 実 施 の 形 態 １ ］
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 ２
は 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 正 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 組 織 押 圧 具 の Ａ － Ａ 断 面
図 で あ る 。 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 は 、 筒 状 部 材 １ ０ と 、 押 圧 板 ２ ０ と 、 操 作 線 ３ ０ と を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 筒 状 部 材 １ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ を 第 ２ 筒 部 １ ２ が 覆 う よ う に 構 成 さ れ る い わ ゆ る 二 重 構
造 の 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 こ の 筒 状 部 材 １ ０ に は 、 一 方 端 部 に 内 視 鏡 を 差 し 入 れ る 入 口 １
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３ と 、 入 口 １ ３ に 対 向 し 、 入 口 １ ３ か ら 差 し 入 れ ら れ た 内 視 鏡 の 先 端 が 筒 状 部 材 １ ０ の 外
側 に 抜 き 出 さ れ る 出 口 １ ４ と を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 の 先 端 は 、 こ の 筒 状 部 材 １
０ の 入 口 １ ３ か ら 出 口 １ ４ に 向 か っ て 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 筒 状 部 材 １ ０ を 構 成 す る 第 １ 筒 部 １ １ は 、 二 重 構 造 の 内 側 に 備 え ら れ 、 両 端 に 開 口 を 有
し 、 長 手 方 向 の 長 さ が 任 意 の 長 さ の 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 が 挿 通 で き る よ
う に 内 視 鏡 の 外 径 よ り も 大 き い 内 径 を 有 し て い る 。 こ の 第 １ 筒 部 １ １ の 内 側 に 、 内 視 鏡 の
先 端 を 挿 通 す る こ と で 、 内 視 鏡 に 筒 状 部 材 １ ０ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 筒 状 部 材 １ ０ を 構 成 す る 第 ２ 筒 部 １ ２ は 、 二 重 構 造 の 外 側 に 備 え ら れ 、 両 端 に 開 口 を 有
し 、 長 手 方 向 の 長 さ が 第 １ 筒 部 １ １ よ り も 短 い 任 意 の 長 さ を 有 す る 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。
こ の 第 ２ 筒 部 １ ２ は 、 そ の 中 心 軸 が 第 １ 筒 部 １ １ の 中 心 軸 に 対 し て 平 行 又 は 重 な る よ う に
、 第 １ 筒 部 １ １ の 外 側 に 備 え ら れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 筒 部 １ ２ は 、 第 １ 筒 部 １ １ の 外 周 面
と 第 ２ 筒 部 １ ２ の 内 周 面 と の 間 に 後 述 す る 押 圧 板 ２ ０ 及 び 操 作 線 ３ ０ を 挟 み 込 む 隙 間 が で
き る 程 度 の 大 き さ の 内 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 押 圧 板 ２ ０ は 、 所 定 の 長 さ を 有 し 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙
間 に 収 納 で き る よ う な 円 弧 を 断 面 と す る 板 状 の 部 材 で 、 筒 状 部 材 １ ０ の 出 口 １ ４ 近 傍 に 動
作 可 能 に 備 え ら れ る 。 押 圧 板 ２ ０ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 第 １ 筒 部 １ １
の 開 口 の 円 周 の 約 １ ／ ３ の 大 き さ を 円 弧 と す る よ う な 断 面 を 有 す る 板 状 部 材 が 使 用 さ れ る
。 こ の 押 圧 板 ２ ０ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第
２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 収 納 さ れ る よ う に 、 第 ２ 筒 部 １ ２ の 長 手 方 向 の 長 さ よ り も 短 い も の で
あ る 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 押 圧 板 ２ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ に 挟 ま れ る よ う に 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第
２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に 備 え ら れ る 。 こ の と き 、 押 圧 板 ２ ０ は 、 内 視 鏡 に 装
着 さ れ て 体 内 に 入 れ ら れ た 際 に 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 か ら 脱 離 し な い よ う に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 押 圧 板 ２ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と に 挟 ま れ る こ と で 、 第 １ 筒
部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と 接 触 し 、 そ の 接 触 面 で 摩 擦 力 が 発 生 す る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 第 １ 筒
部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 挟 ま れ る 押 圧 板 ２ ０ が 後 述 す る 操 作 線 ３ ０ の 操 作 に よ っ て
動 作 可 能 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 第 １ 筒 部 １ １ 及 び 第 ２ 筒 部 １ ２ か ら 押
圧 板 ２ ０ に か か る 圧 力 、 す な わ ち 第 １ 筒 部 １ １ の 外 径 、 第 ２ 筒 部 １ ２ の 内 径 、 押 圧 板 ２ ０
の 厚 さ と 形 状 を 変 更 す る こ と で 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 筒 部 １ １ 、 第 ２ 筒 部 １
２ 、 押 圧 板 ２ ０ の 材 質 に よ っ て も 摩 擦 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。 第 １ 筒 部 １ １ 、 第 ２ 筒
部 １ ２ 、 押 圧 板 ２ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 に 最 適 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 押 圧 板 ２ ０ は 、 そ の 押 圧 板 ２ ０ の 筒 状 部 材 １ ０ の 入 口 １ ３ 側 の 端 部 が 操 作 線 ３ ０
と が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 押 圧 板 ２ ０ は 、 こ の 操 作 線 ３ ０ を 介 し て 、 押 圧 板 ２ ０
の 一 部 が 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ の 間 か ら 突 出 し た り 、 突 出 し て い た 押 圧 板 ２ ０ の 一
部 が 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ の 中 に 収 納 し た り 、 と い う よ う に 動 作 可 能 に 備 え ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 押 圧 板 ２ ０ は 、 図 １ 乃 至 図 ３ の よ う に 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 複 数 備 え
ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 押 圧 板 ２ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と に よ っ て 形
成 さ れ る 隙 間 に お い て 、 所 定 の 間 隔 を 空 け て 均 等 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ
り 、 必 要 と す る 押 圧 板 ２ ０ だ け を 突 出 さ せ て 組 織 を 押 圧 す る こ と で 、 組 織 と 接 触 し て 組 織
を 押 圧 す る 押 圧 板 ２ ０ を 除 く 押 圧 板 ２ ０ が 内 視 鏡 の 視 野 を 遮 ら な い 。 ま た 、 複 数 の 押 圧 板
２ ０ が 、 先 端 が 挿 通 さ れ る 内 視 鏡 の 周 囲 を 囲 う よ う に 配 さ れ て い る こ と で 、 押 圧 す る 組 織
が 、 内 視 鏡 に 対 し て ど の 方 向 に あ っ て も 、 適 切 な 押 圧 板 ２ ０ だ け を 突 出 さ せ て 対 応 す る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 端 が 押 圧 板 ２ ０ の 端 部 と 接 続 す る 操 作 線 ３ ０ は 、 適 度 な 可 撓 性 を 有 し 、 本 発 明 の 組 織
押 圧 具 を 備 え た 内 視 鏡 が 体 内 に 入 れ ら れ た 際 に 体 外 か ら 押 圧 板 ２ ０ を 操 作 す る こ と が で き
る 程 度 の 長 さ を 有 し て い る 。 こ の 操 作 線 ３ ０ は 、 両 端 部 に 開 口 を 有 す る 可 撓 性 の 管 ３ ５ に
挿 通 さ れ て い る 。 管 ３ ５ の 一 端 開 口 は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 の 隙 間 に 接 続
さ れ 、 操 作 線 ３ ０ は 、 こ の 管 ３ ５ と 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 の 隙 間 を 経 由 し て
押 圧 板 ２ ０ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 管 ３ ５ は 、 内 視 鏡 が 体 内 に 入 れ ら れ た 際 に 他 端
開 口 が 体 外 に 出 る 程 度 の 長 さ を 有 し て い る 。 操 作 線 ３ ０ の 他 端 は 、 こ の 管 ３ ５ の 内 部 を 通
っ て 、 管 ３ ５ の 他 端 開 口 か ら 突 出 し て い る 。 こ の 突 出 し た 操 作 線 ３ ０ の 他 端 を 操 作 す る こ
と で 、 操 作 線 ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 押 圧 板 ２ ０ を 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 実 施 の 形 態 １ の 組 織 押 圧 具 は 、 図 ４ の よ う に 、 内 視 鏡 １ の 先 端
が 筒 状 部 材 １ ０ の 入 口 １ ３ か ら 差 し 入 れ ら れ 、 出 口 １ ４ か ら 抜 き 出 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡
１ に 装 着 さ れ る 。 こ の と き 、 組 織 押 圧 具 が 内 視 鏡 １ と と も も に 体 内 に 入 れ ら れ た 際 に 、 内
視 鏡 １ の 先 端 か ら 容 易 に 脱 離 し な い よ う に 内 視 鏡 １ の 先 端 に 固 定 さ れ る 。 本 発 明 の 組 織 押
圧 具 を 装 着 し た 内 視 鏡 １ は 、 体 内 に 入 れ ら れ 、 内 視 鏡 １ が 映 し 出 す 画 像 を 見 な が ら 操 作 線
３ ０ を 操 作 し て 体 内 組 織 の 診 断 や 処 置 が 行 わ れ る 。 以 下 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 動 作 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 操 作 線 ３ ０ は 、 図 ４ の よ う に 、 管 ３ ５ に 押 し 入 れ る 又 は 引 き 出 す よ う に 操 作 す る こ
と で 、 押 圧 板 ２ ０ を 操 作 す る こ と が で き る 。 ま ず 、 図 ４ の よ う に 、 操 作 線 ３ ０ の 端 部 を 管
３ ５ に 押 し 入 れ る よ う に 操 作 す る と 、 操 作 線 ３ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間
で 、 一 端 に 接 続 さ れ た 押 圧 板 ２ ０ を 押 す 。 そ し て 、 操 作 線 ３ ０ に よ っ て 押 さ れ た 押 圧 板 ２
０ の 一 部 が 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 か ら 突 出 す る 。 す な わ ち 、 操 作 線 ３ ０ を 第
１ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 押 し 入 れ る よ う に 操 作 す る こ と で 、 押 圧 板 ２ ０ は 、 そ
の 一 部 が 筒 状 部 材 １ ０ の 出 口 １ ３ か ら 突 出 す る 。 こ の と き 、 突 出 す る 押 圧 板 ２ ０ の 長 さ は
、 操 作 線 ３ ０ を 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と に 押 し 入 れ る 長 さ で 調 整 す る こ と が で き る
。 す な わ ち 、 患 部 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る よ う に 、 患 部 と 内 視 鏡 １ と の 距 離 に 対 応
さ せ て 押 圧 板 ２ ０ の 突 出 す る 長 さ を 操 作 線 ３ ０ を 介 し て 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 操 作 線 ３ ０ の 端 部 を 管 ３ ５ か ら 引 き 出 す よ う に 操 作 す る と 、 操 作 線 ３ ０ は 、 第 １
筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 で 、 一 端 に 接 続 さ れ た 押 圧 板 ２ ０ を 引 っ 張 る 。 そ し て 、 操
作 線 ３ ０ に よ っ て 引 っ 張 ら れ た 押 圧 板 ２ ０ が 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 引 き 込
ま れ る 。 す な わ ち 、 操 作 線 ３ ０ を 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 か ら 引 き 出 す よ う に
操 作 す る こ と で 押 圧 板 ２ ０ は 、 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 引 き 込 ま れ 、 第 １ 筒
部 １ １ と 第 ２ 筒 部 １ ２ と の 間 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 必 要 と す る 押 圧 板 ２ ０ の み を 筒 状 部 材 １ ０ の 出 口 １ ４ 側 か ら 突 出 さ せ 、 必
要 で は な い 押 圧 板 ２ ０ を 筒 状 部 材 １ ０ の 内 部 に 収 納 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 組 織
と 接 触 さ せ て 組 織 の 押 圧 に 必 要 な 押 圧 板 ２ ０ の み を 突 出 さ せ 、 組 織 と 接 触 し な い そ の 他 の
押 圧 板 ２ ０ を 収 納 す る こ と で 、 組 織 と 接 触 す る 部 分 と 除 く 部 分 を 少 な く す る こ と が で き る
。 そ し て 、 押 圧 板 ２ ０ が 内 視 鏡 １ の 視 野 を 遮 る こ と な く 、 十 分 な 視 野 を 得 る こ と が で き 、
患 部 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 押 圧 板 ２ ０ を 筒 状 部 材 １ ０ か ら 突 出 さ せ る こ
と で 、 内 視 鏡 １ で 組 織 を 直 接 押 圧 す る 場 合 に 比 べ 、 患 部 と 内 視 鏡 １ と の 距 離 を 保 つ こ と が
で き 、 内 視 鏡 １ は 、 十 分 に 患 部 を 映 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 組 織 押 圧 具 の 使 用 例 と し て 、 ポ リ ー プ を 切 除 す る 行 程 を 示 す 図 で あ る
。 実 施 の 形 態 １ の 組 織 押 圧 具 は 内 視 鏡 １ に 備 え ら れ 、 内 視 鏡 補 助 具 ８ ２ と と も に 体 内 に 入
れ ら れ る 。 こ の と き 、 図 ５ の よ う に 、 ポ リ ー プ な ど の 患 部 ８ １ 近 傍 に あ る 襞 ８ ０ が 内 視 鏡
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１ の 視 野 を 遮 っ て い る よ う な 場 合 、 上 述 の よ う に 、 操 作 線 ３ ０ を 第 １ 筒 部 １ １ と 第 ２ 筒 部
１ ２ と の 間 に 押 し 入 れ て 、 押 圧 板 ２ ０ を 筒 状 部 材 １ ０ の 出 口 １ ４ 側 に 突 出 さ せ る 。 そ し て
、 図 ６ の よ う に 、 突 出 し た 押 圧 板 ２ ０ を 使 っ て 視 野 を 遮 る 襞 ８ ０ を 押 圧 す る 。 こ の 押 圧 板
２ ０ に よ り 、 患 部 ８ １ を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 程 度 の 患 部 ８ １ と 内 視 鏡 １ と の 距 離
を 保 つ こ と が で き 、 十 分 に 患 部 ８ １ を 映 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 押 圧 板 ２ ０ で 襞 ８ ０ を 押 圧 し た 後 、 ス ネ ア や 針 状 メ ス な ど の 内 視 鏡 補 助 具 ８
２ で 患 部 ８ １ を 処 置 す る こ と も で き る 。 こ の と き 、 内 視 鏡 １ は 、 患 部 ８ １ を 十 分 に 映 し 出
す こ と が で き る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 １ が 映 し 出 す 画 像 を 見 な が ら 内 視 鏡 補 助 具 ８ ２ を 使 っ て
患 部 ８ １ を 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 実 施 の 形 態 ２ ］
　 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 組 織 押 圧 具 は 、 筒 状 部 材 に 押 圧 板 を 出 し 入 れ し て 内 視 鏡 の 視 野
を 遮 る よ う な 組 織 を 押 圧 す る こ と が で き る が 、 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 は 、 押
圧 板 を 回 転 さ せ て 内 視 鏡 の 視 野 を 遮 る よ う な 組 織 を 押 圧 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ は 、 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 す る 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ２
は 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 正 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 組 織 押 圧 具 の Ｂ － Ｂ 断 面
図 で あ る 。 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 筒 状 部 材 ４ ０ 、 押 圧 板 ５ ０ 、
操 作 線 ６ ０ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 筒 状 部 材 ４ ０ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ を 第 ２ 筒 部 ４ ２ が 覆 い 、 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と
の 間 に 第 ３ 筒 部 ４ ５ を 配 し た よ う に 構 成 さ れ る い わ ゆ る 三 重 構 造 の 円 筒 状 部 材 で あ る 。 こ
の 筒 状 部 材 ４ ０ に は 、 一 方 端 部 に 内 視 鏡 を 差 し 入 れ る 入 口 ４ ３ と 、 入 口 ４ ３ に 対 向 し 、 入
口 ４ ３ か ら 差 し 入 れ ら れ た 内 視 鏡 の 先 端 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 外 側 に 抜 き 出 さ れ る 出 口 ４ ４ と
を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 の 先 端 は 、 こ の 筒 状 部 材 ４ ０ の 入 口 ４ ３ か ら 出 口 ４ ４ に
向 か っ て 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 筒 状 部 材 ４ ０ を 構 成 す る 第 １ 筒 部 ４ １ は 、 三 重 構 造 の 最 も 内 側 に 備 え ら れ 、 両 端 に 開 口
を 有 し 、 長 手 方 向 の 長 さ が 任 意 の 長 さ の 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 が 挿 通 で き
る よ う に 内 視 鏡 の 外 径 よ り も 大 き い 内 径 を 有 し て い る 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 こ の 第 １ 筒 部
４ １ の 内 側 に 、 内 視 鏡 の 先 端 を 挿 通 す る こ と で 、 内 視 鏡 に 筒 状 部 材 ４ ０ を 備 え る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 筒 状 部 材 ４ ０ を 構 成 す る 第 ２ 筒 部 ４ ２ は 、 三 重 構 造 の 最 も 外 側 に 備 え ら れ 、 両 端 に 開 口
を 有 す る 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 そ し て 、 こ の 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 第 １ 筒 部
４ １ よ り も 短 く 、 第 １ 筒 部 ４ １ と の 間 に 備 え た 際 に 、 後 述 す る 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 出 口 ４ ４ 側
の 一 端 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 外 側 表 面 に 露 出 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 長 さ を 有 し て い る 。 こ
の 第 ２ 筒 部 ４ ２ は 、 そ の 中 心 軸 が 第 １ 筒 部 ４ １ の 中 心 軸 に 対 し て 平 行 又 は 重 な る よ う に 、
第 １ 筒 部 ４ １ の 外 側 に 備 え ら れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ の 外 周 面 と
第 ２ 筒 部 ４ ２ の 内 周 面 と の 間 に 後 述 す る 押 圧 板 ５ ０ が 固 定 さ れ た 第 ３ 筒 部 ４ ５ を 挟 み 込 む
隙 間 が で き る 程 度 の 内 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ２ で は 、 第 １ 筒 部 ４ １ は 、 筒 状 部 材 ４ ０ の 入 口 ４ ３ 側 に 相 当 す る 第 １ 筒 部 ４
１ の 外 径 よ り も 、 出 口 ４ ４ 側 に 相 当 す る 第 １ 筒 部 ４ １ の 外 径 が 大 き く な る よ う に 、 第 １ 筒
部 ４ １ の 外 側 の 出 口 ４ ４ 側 に 突 起 を 備 え た よ う な 形 状 を 有 し て い る 。 ま た 、 第 ２ 筒 部 ４ ２
は 、 筒 状 部 材 ４ ０ の 出 口 ４ ４ 側 に 相 当 す る 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 内 径 よ り も 、 入 口 ４ ３ 側 に 相 当
す る 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 内 径 が 大 き く な る よ う に 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 内 側 の 入 口 ４ ３ 側 に 突 起 を
備 え た よ う な 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 こ の よ う に 、 第 １ 筒 部 ４ １ の 出 口 ４ ４ 側 の 外 径 、 及 び 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 入 口 ４ ３ 側 の 内
径 に 突 起 を 備 え る こ と で 、 回 転 す る 第 ３ 筒 部 ４ ５ が こ の 突 起 に 引 っ か か る た め 、 回 転 に よ
っ て 第 ３ 筒 部 ４ ５ が 軸 方 向 に 大 き く ず れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 後 述
す る 押 圧 板 ５ ０ の 軸 方 向 へ の ズ レ も 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 筒 状 部 材 ４ ０ を 構 成 す る 第 ３ 筒 部 ４ ５ は 、 上 述 の 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と の 間 に
備 え ら れ 、 両 端 に 開 口 を 有 す る 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 こ の 第 ３ 筒 部 ４ ５ は 、 そ の 中 心 軸 が
第 １ 筒 部 ４ １ の 中 心 軸 に 対 し て 平 行 又 は 重 な る よ う に 備 え ら れ る 。 こ の と き 、 第 ３ 筒 部 ４
５ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ の 外 周 面 と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と の 内 周 面 と の 間 に 差 し 込 む こ と が で き る 程
度 の 内 径 と 外 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 間 に 備 え た
際 に 、 出 口 ４ ４ 側 の 一 端 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 外 側 表 面 に 露 出 す る 程 度 の 長 さ を 有 し て い る 。
す な わ ち 、 こ の 第 ３ 筒 部 ４ ５ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と の 間 に 備 え ら れ る こ と で
、 そ の 出 口 ４ ４ 側 の 一 端 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 外 側 表 面 に 露 出 す る 。 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 露 出 し た
一 端 に は 、 第 １ の ギ ヤ と し て の ギ ヤ ６ １ と 噛 合 す る 第 ２ の ギ ヤ と し て の ギ ヤ ４ ６ が 設 け ら
れ 、 こ の ギ ヤ ４ ６ が 回 転 す る こ と で 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ が 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と の 間
で 回 転 動 作 す る 。 さ ら に こ の 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 露 出 し た 一 端 に は 、 ギ ヤ ４ ６ と ギ ヤ ６ １ と の
回 転 を 阻 害 し な い よ う に 、 押 圧 板 ５ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 第 ３ 筒 部 ４ ５ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ に 挟 ま れ る こ と で 、 第 １ 筒 部 ４ １ と
第 ２ 筒 部 ４ ２ と 接 触 し 、 そ の 接 触 面 で 摩 擦 力 が 発 生 す る 。 こ の と き 、 こ の 摩 擦 力 は 、 第 １
筒 部 ４ １ と 第 ２ 筒 部 ４ ２ と の 間 に 挟 ま れ る 第 ３ 筒 部 ４ ５ が 後 述 す る 操 作 線 ６ ０ の 操 作 に よ
っ て 回 転 可 能 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。 こ の 摩 擦 力 は 、 第 １ 筒 部 ４ １ 及 び 第 ２ 筒 部 ４ ２ か
ら 第 ３ 筒 部 ４ ５ に か か る 圧 力 、 す な わ ち 、 第 １ 筒 部 ４ １ の 外 径 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ の 内 径 、 第
３ 筒 部 ４ ５ の 外 径 と 内 径 と 形 状 を 変 更 す る こ と で 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 筒 部
４ １ 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 材 質 に よ っ て も 摩 擦 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。 第
１ 筒 部 ４ １ 、 第 ２ 筒 部 ４ ２ 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 に 最 適 と な る よ う に 調 整 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 押 圧 板 ５ ０ は 、 固 定 さ れ る 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 外 径 と ほ ぼ 同 じ 内 径 を 有 す る 円 筒 状 部 分 と 、
円 弧 を 断 面 と す る 所 定 の 長 さ の 板 状 部 分 と が 結 合 し た 、 円 筒 の 一 部 を 切 り 欠 い た よ う な 形
状 を 有 し て い る 。 こ の 押 圧 板 ５ ０ は 、 円 弧 を 断 面 と す る 部 分 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 出 口 ４ ４ 側
で 突 出 す る よ う に 、 円 筒 を 形 成 し て い る 部 分 が 第 ３ 筒 部 ４ ５ の 露 出 部 分 に 固 定 さ れ 、 第 ３
筒 部 ４ ５ が 回 転 す る こ と で 押 圧 板 ５ ０ の 円 弧 を 断 面 と す る 板 状 部 分 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 周 囲
に 沿 っ て 回 転 す る 。 こ の 板 状 部 分 の 円 弧 の 大 き さ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 押
圧 板 ５ ０ の 筒 状 部 分 の 円 周 の 約 １ ／ ３ の 大 き さ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 操 作 線 ６ ０ は 、 適 度 な 可 撓 性 を 有 し 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 を 備 え た 内 視 鏡 が 体 内 に 入 れ
ら れ た 際 に 体 外 か ら 押 圧 板 ５ ０ を 第 ３ 筒 部 ４ ５ を 介 し て 操 作 す る こ と が で き る 程 度 の 長 さ
を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ の 操 作 線 ６ ０ は 、 そ の 一 端 に 上 述 し た 第 ３ 筒 部 ４ ５ に 設 け ら れ
た ギ ヤ ４ ６ に 噛 合 す る 第 １ の ギ ヤ と し て の ギ ヤ ６ １ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 操 作 線
６ ０ は 、 両 端 部 に 開 口 を 有 す る 可 撓 性 の 管 ６ ５ に 挿 通 さ れ て い る 。 こ の 管 ６ ５ は 、 第 １ 筒
部 ４ １ と 同 程 度 の 長 さ を 有 し て い て も よ い が 、 実 施 の 形 態 １ の 操 作 線 が 挿 通 し た 管 の よ う
に 、 内 視 鏡 が 内 々 に 入 れ ら れ た 際 に 他 端 開 口 が 体 外 に 出 る 程 度 の 長 さ を 有 し て い て も 良 い
。 こ の 管 ６ ５ は 、 第 １ 筒 部 ４ １ の 側 面 に 固 定 さ れ 、 操 作 線 ６ ０ を 支 持 し て い る 。 こ の 操 作
線 ６ ０ を 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と で 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ を 介 し て 押 圧 板 ５ ０ を 回 転 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 実 施 の 形 態 ２ の 組 織 押 圧 具 は 、 図 １ ０ の よ う に 、 内 視 鏡 １ の 先
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端 が 筒 状 部 材 ４ ０ の 入 口 ４ ３ か ら 差 し 入 れ ら れ 、 出 口 ４ ４ か ら 抜 き 出 さ れ る よ う に 、 内 視
鏡 １ に 装 着 さ れ る 。 こ の と き 、 組 織 押 圧 具 が 内 視 鏡 １ と と も に 体 内 に 入 れ ら れ た 際 に 内 視
鏡 １ の 先 端 か ら 容 易 に 脱 離 し な い よ う に 内 視 鏡 １ の 先 端 に 固 定 さ れ る 。 本 発 明 の 組 織 押 圧
具 を 装 着 し た 内 視 鏡 １ は 、 体 内 に 入 れ ら れ 、 内 視 鏡 １ が 映 し 出 す 画 像 を 見 な が ら 操 作 線 ６
０ を 操 作 し て 体 内 組 織 の 診 断 や 処 置 が 行 わ れ る 。 以 下 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 動 作 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 操 作 線 ６ ０ は 、 図 １ ０ の よ う に 、 操 作 線 ６ ０ の 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と で 、 押 圧
板 ５ ０ を 操 作 す る こ と が で き る 。 操 作 線 ６ ０ の 端 部 を 操 作 線 ６ ０ の 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る
と 、 そ の 回 転 に よ っ て ギ ヤ ６ １ が 回 転 す る 。 そ し て 、 ギ ヤ ６ １ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、
ギ ヤ ６ １ と 噛 合 す る ギ ヤ ４ ６ を 備 え た 第 ３ 筒 部 ４ ５ が 回 転 す る 。 こ の 第 ３ 筒 部 ４ ５ が 回 転
す る こ と に よ っ て 、 第 ３ 筒 部 ４ ５ に 固 定 さ れ た 押 圧 板 ５ ０ が 筒 状 部 材 ４ ０ の 周 囲 に 沿 っ て
回 転 す る 。 こ の と き 、 押 圧 板 ５ ０ が 筒 状 部 材 ４ ０ の 周 囲 に 沿 っ て 回 転 す る 量 は 、 操 作 線 ６
０ の 回 転 量 に 比 例 す る た め 、 操 作 線 ６ ０ の 回 転 量 を 調 節 し て 、 押 圧 板 ５ ０ の 回 転 量 を 調 整
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 筒 状 部 材 ４ ０ の 出 口 ４ ４ 、 す な わ ち 内 視 鏡 １ の 先 端 よ り も 突 出 し た 押 圧 板
４ ０ を 備 え 、 押 圧 す る 組 織 の 位 置 に 対 応 さ せ て 押 圧 板 ５ ０ を 回 転 さ せ る こ と で 、 患 部 と 内
視 鏡 １ と の 距 離 を 十 分 に 保 つ こ と が で き 、 患 部 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 内
視 鏡 １ の 先 端 の 全 周 を 覆 う よ う な 従 来 の も の と は 異 な り 、 組 織 と 接 触 す る 部 分 を 除 く 部 分
を 少 な く す る こ と が で き る 。 そ し て 、 押 圧 板 ５ ０ が 内 視 鏡 １ の 視 野 を 遮 る こ と な く 、 十 分
な 視 野 を 得 る こ と が で き 、 患 部 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 押 圧 板 ５ ０ を 筒 状
部 材 ４ ０ か ら 突 出 さ せ る こ と で 、 内 視 鏡 １ で 組 織 を 直 接 押 圧 す る 場 合 に 比 べ 、 患 部 と 内 視
鏡 １ と の 距 離 を 保 つ こ と が で き 、 内 視 鏡 １ は 、 十 分 に 患 部 を 映 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 の 使 用 例 と し て 、 粘 膜 を 剥 離 す る 行 程 を 示 す 図 で あ る 。
実 施 の 形 態 ２ の 組 織 押 圧 具 は 、 内 視 鏡 １ に 備 え ら れ 、 内 視 鏡 補 助 具 ８ ２ と と も に 体 内 に 入
れ ら れ る 。 体 内 に 内 視 鏡 １ を 挿 入 後 、 内 視 鏡 で 映 し 出 さ れ る 画 像 を 見 な が ら 、 剥 離 す る 粘
膜 ９ ０ の 周 囲 を 切 り 、 生 理 食 塩 水 で 粘 膜 ９ ０ を 浮 か せ る 。 こ の と き 、 図 １ １ の よ う に 、 粘
膜 ９ ０ の 端 部 近 傍 に あ る 組 織 に 押 圧 板 ５ ０ を 当 て て 、 図 中 下 方 に 圧 力 を か け る 。 こ れ に よ
り 、 剥 離 す る 粘 膜 ９ ０ の 端 部 が 浮 き 、 粘 膜 ９ ０ の 下 層 に あ る 粘 膜 下 層 が 内 視 鏡 １ で 見 や す
く な る 。 こ の 状 態 で 、 フ レ ッ ク ス ナ イ フ な ど の 内 視 鏡 補 助 具 ８ ２ を 使 用 し て 粘 膜 下 層 を 切
開 す る 。 こ れ を 徐 々 に 進 め て い く こ と で 粘 膜 ９ ０ を 剥 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 粘 膜 下 層 の 視 野 も 十 分 確 保 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 粘 膜 下 層 の 血 管
の 走 行 を 観 察 し や す く す る こ と が で き 、 事 前 に 止 血 で き る よ う に 補 助 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 し た 組 織 押 圧 具 は 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 組 織 押 圧 具 と 同 様 に 使
用 す る こ と が で き る た め 、 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 し た 組 織 押 圧 具 も 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ
た よ う に 、 患 部 の 診 断 や 処 置 を 阻 害 す る 襞 等 の 組 織 を 押 圧 し て 、 患 部 を 十 分 に 映 し 、 患 部
を 取 り 除 く こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た 組 織 押 圧 具 も 、 図 １ １ に 示
さ れ た よ う に 、 粘 膜 の 切 開 剥 離 に 利 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 組 織 押 圧 具 は 、 押 圧 板 に よ っ て 診 断 や 処 置 す る 組 織 近 傍 の 内 視
鏡 の 視 野 を 遮 る 襞 な ど の 組 織 を 押 圧 す る こ と で 内 視 鏡 の 視 野 を 広 げ る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 診 断 や 処 置 を 行 う 組 織 を 十 分 に 映 し 出 す こ と が で き る 程 度 に 患 部 と の 距 離 を 保 つ こ と
が で き る 。 こ の 組 織 を 押 圧 す る 押 圧 板 は 、 操 作 線 に よ っ て 動 作 可 能 に 備 え ら れ て お り 、 患
部 の 位 置 に 応 じ て 押 圧 板 を 動 作 さ せ る こ と で 、 組 織 と 接 触 す る 部 分 を 除 く 部 分 が 内 視 鏡 の
視 野 の 妨 げ に な ら な い 。 し た が っ て 、 内 視 鏡 に よ る 診 断 や 内 視 鏡 補 助 具 を 使 用 し た 処 置 を
容 易 に 行 う こ と が で き る 。 そ の た め 、 診 断 や 処 置 に 必 要 な 時 間 が 短 縮 で き た り 、 処 置 を 必
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要 と し な い 組 織 を 傷 つ け る こ と が 少 な く な り 、 患 者 に か か る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 動 作 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 を 体 内 に 挿 入 し た 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 で 組 織 を 押 圧 し て 患 部 を 処 置 す る 状
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 の 動 作 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で 説 明 す る 組 織 押 圧 具 で 患 部 近 傍 を 押 圧 し て 患 部 を 処 置
す る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ ０ 、 ４ ０ 　 筒 状 部 材
１ １ 、 ４ １ 　 第 １ 筒 部
１ ２ 、 ４ ２ 　 第 ２ 筒 部
１ ３ 、 ４ ３ 　 入 口
１ ４ 、 ４ ４ 　 出 口
４ ５ 　 第 ３ 筒 部
４ ６ 、 ６ １ 　 ギ ヤ
２ ０ 、 ５ ０ 　 押 圧 板
３ ０ 、 ６ ０ 　 操 作 線
３ ５ 、 ６ ５ 　 管
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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